
第 16 回県政インターネットモニターアンケート 

「人と動物とが共生する社会」の実現を目指す取組に関するアンケート 

 

※グラフの中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数： 605 人（回答率：89.8％） 

 カテゴリー名 回答者数 ％ 

男性 306 50.6% 
性別 

女性 299 49.4% 

10 代 5 0.8% 

20 代 31 5.1% 

30 代 79 13.1% 

40 代 128 21.2% 

50 代 152 25.1% 

60 代 112 18.5% 

70 代 79 13.1% 

80 代 19 3.1% 

年代 

90 代 0 0.0% 

東部 186 30.7% 

中部 222 36.7% 

西部 196 32.4% 
住所 

県外 1 0.2% 

自営業 39 6.4% 

会社員 227 37.5% 

公務員 16 2.6% 

主婦・主夫 150 24.8% 

学生 17 2.8% 

無職 112 18.5% 

職業 

その他 44 7.3% 

 

 

 

○ 「人と動物とが共生する社会」の実現を目指す取組に関するアンケート 

県では、平成 26 年に策定した「静岡県動物愛護推進計画 2014」に基づき、

動物愛護施策を推進しています。策定から６年が経過していることから、動

物愛護管理行政の現状と課題を分析した上で、当該計画の見直しを行うこと

を検討しています。 

当該計画の見直しにあたり、今後の本県の動物愛護施策の方向性を検討す

るため、県民の皆様にアンケートを実施しますのでご協力をお願いします。 



○「人と動物とが共生する社会」の実現を目指す取組に関するアンケート 

 

問１ あなたは、犬や猫が好きですか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

４　犬も猫も嫌い
9.6%

２　猫が好きだが犬
は嫌い
5.6%

５　好きでも嫌いで
もない
22.8%

１　犬が好きだが猫
は嫌い
18.5%

３　犬も猫も好き
43.5%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問２ あなたは、迷子動物の所有者を判明させるためにペットの体内に埋め込むマイ 

クロチップ※について知っていましたか。（回答数は１つ） 

※動物の皮膚の下に埋め込む、個体識別番号が入力された長さ１センチ程度の

電子機器。マイクロチップリーダーをかざすと番号が読み取れ、飼い主の氏

名、住所等が分かるため、迷子動物の飼い主探しや遺棄の防止に役立つ。 

ｎ＝605（回答数１）

２　名前は知ってい
たが、役割は知らな

かった
13.4%

３　名前を知らな
かった
25.1%

１　名前も役割も
知っていた

61.5%

 

 

問３ 令和元年度に動物愛護管理法が改正され、犬猫繁殖業者を対象に犬猫へのマイ

クロチップの装着が義務化されましたが、飼い主においては努力義務となって

います。飼い主のマイクロチップの装着について、あなたはどのように考えま

すか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

２　反対である
6.8%

１　賛成である
67.8%

３　分からない
25.5%

 



問３－２ 問３で「２ 反対である」を選択された方に伺います。飼い主のマイクロ

チップの装着について、反対と考える理由は何ですか。（回答数は１つ） 

ｎ＝41（回答数１）

４　その他
9.8%

３　室内で飼育して
いれば逃げる恐れ

はないから
4.9%

２　マイクロチップに
付随して、登録して
ある個人情報が流
出することが心配だ

から
12.2%

１　動物がマイクロ
チップ装着により肉
体的苦痛を感じると

思うから
73.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問４ 県には、「敷地に糞や尿をされた」など野良猫による被害について苦情や相談

が数多く寄せられています。また、県（政令市を含む）で引き取った犬・猫

のうち、約８割が野良猫であり、譲渡先が見つからない場合は殺処分となっ

ています。県では「人と動物とが共生する社会」を実現するために、人間が

生活する環境の保全にも野良猫の命にも配慮した施策に取組んでいます。 

あなたにとって、野良猫はどのような存在ですか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

５　その他
6.1%

３　日常生活の中で
心を和ませてくれる

12.2%

２　ネズミの駆除に
役立つ
1.7%

４　庭に糞をしたり
財産を侵害し迷惑

である
43.8%

１　日常的光景の一
部である
36.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問５ 野良猫にその命をまっとうさせ、かつ、将来的に野良猫による被害をなくすた

めに自治体が取り組む地域猫活動※の一環として、県や市町がＴＮＲ活動※を

推奨しています。このことについて、あなたはどのように考えますか。（回答

数は１つ） 

※地域猫活動：不妊去勢手術による繁殖制限、適切な餌やりや食べ残しの始末、

糞尿の掃除等の野良猫の適切な管理に地域全体で取り組むこと。 

※ＴＮＲ活動：一度捕まえて、不妊・去勢手術を施し、元の住処に戻すこと。 

ｎ＝605（回答数１）

２　反対である
7.6%

３　分からない
22.8%

１　賛成である
69.6%

 
 

問５－２ 問５で「２ 反対である」を選択された方に伺います。ＴＮＲ活動の推進

に反対の理由は何ですか。（複数回答可） 

ｎ＝46（複数回答可）

52.2%

56.5%

17.4%

21.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１　被害をすぐになくすことが大事なので、野良猫
を生かす方法には反対だから

２　野良猫を生かすことに税金を投じる必要はな
いから

３　人間の事情で不妊・去勢手術を施すのは残酷
だから

４　その他

 

 

 

 

 

 

 



問６  県では、犬・猫の殺処分頭数０頭を目指しており、県（政令市含む）の殺処

分頭数は近年大幅に減少しています（平成 24 年度：4,906 頭→平成 30 年度：

544 頭）。しかし、治療が難しい病気や、周囲の人間や動物に伝染する危険

な感染症にかかっている場合、攻撃性が激しく社会に順応できない場合など

は、殺処分を実施しています。 

あなたは、殺処分についてどのように考えますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

8.9%

66.4%

16.0%

8.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１　いかなる場合であっても、殺処分をするべきで
はない

２　攻撃性が非常に高い場合や、治癒の見込の
ない病気にかかっている場合などは、致死処置

（安楽死）もいたしかたない

３　野犬や野良猫がいなくなるなら、殺処分は行
うべき

４　分からない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問７  犬や猫の殺処分頭数を減らすためには、飼い主も含め県民がどのようなこと

を心掛ければよいと考えますか。（回答数は２つまで） 

ｎ＝605（回答数２つまで）

71.7%

42.0%

15.2%

22.3%

8.9%

18.5%

7.4%

2.5%

0.0% 10.0
%

20.0
%

30.0
%

40.0
%

50.0
%

60.0
%

70.0
%

80.0
%

１　ペットが命を終えるまで責任を持って飼う

２　動物の生態や適切な飼い方をしっかりと把握
し、安易に飼い始めない

３　飼い続けられなくなってしまった場合、新しい
飼い主を責任を持って探す

４　飼いきれない頭数にまで繁殖させないため、
不妊去勢手術を行う

５　野良猫と繁殖させないため、飼い猫は室内で
飼育する

６　野良猫に対し、無責任な餌やりをしない

７　ＴＮＲ活動により、野良猫の繁殖制限をする

８　その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問８ 飼い主の高齢化により、散歩などの世話が十分にできない事例や、飼い主の入 

院や死亡などによりペットの行き場がなくなる事例が報告されています。 

このような問題を引き起こしている原因は何だと考えますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

32.6%

30.7%

31.1%

5.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

１　高齢の飼い主に対するペットの飼育サポート
体制が不十分である

２　高齢者が飼育の難しい動物を飼育している
（例：長時間の散歩が必要、大型犬で力が強いな

ど）

３　高齢者本人が社会から孤立したり、認知症等
の問題を抱えているケースがある

４　その他

 

 

問９ 動物とのふれあいを通じた心の安定と、それに伴う生活の質の向上を目的とし

て、動物とのふれあい活動が福祉施設や病院において注目されています。 

高齢者に対する動物ふれあい活動を実施する場合、どのようなものが効果的だ

と考えますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

43.5%

12.2%

14.9%

24.6%

4.8%

0.0
%

5.0
%

10.
0%

15.
0%

20.
0%

25.
0%

30.
0%

35.
0%

40.
0%

45.
0%

50.
0%

１　高齢者介護施設等への動物との訪問活動

２　高齢者の自宅への動物との訪問活動

３　公民館など地域の施設での定期的なふれあ
い事業

４　訪問すればいつでも動物とふれあえる施設

５　その他

 

 

 

 

 



問 10 県や市町では、動物愛護や適正飼養に関する普及啓発事業や地域猫活動、引取

先のない動物の譲渡等、様々な面でボランティアの協力を得ており、ボランテ

ィアの協力は施策の推進に欠かせないものとなっています。 

あなたは、このような動物愛護ボランティアの活動に興味がありますか。（回答

数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

３　興味がない
46.8%

２　興味はあるが、
まずは活動の詳細

を知りたい
42.0%

４　その他
6.1%

１　興味があり、ぜ
ひ参加してみたい

5.1%

 

  

問 11 あなたは、県動物管理指導センター（浜松市西区大山町）を知っていますか。

また、訪れたことがありますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

３　訪れたことがあ
る
1.0%

２　知っているが、
訪れたことはない

15.7%

１　知らない
83.3%

 



問 11－２ 問 11 で「３ 訪れたことがある」を選択された方に伺います。あなたは、

どのような目的で静岡県動物管理指導センターを訪れましたか。（複数回答

可） 

ｎ＝６（複数回答可）

33.3%

33.3%

16.7%

16.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

１　動物を譲渡してもらうため

２　施設見学のため

３　普及啓発イベントへの参加（夏休み親子動物
学習会、子猫のふれあい広場等）

４　その他

 

 

問 11－３ 問 11 で「２ 知っているが、訪れたことはない」または「３ 訪れたこ

とがある」を選択された方に伺います。あなたは、県動物管理指導センタ

ーがどのような業務を行っているか知っていますか。（複数回答可） 

ｎ＝101（複数回答可）

44.6%

85.1%

50.5%

4.0%

0.0% 10.0
%

20.0
%

30.0
%

40.0
%

50.0
%

60.0
%

70.0
%

80.0
%

90.0
%

１　飼い主のいない動物の殺処分

２　飼い主のいない動物の譲渡

３　動物愛護や正しい飼い方に関する普及啓
発

４　その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 12 今後、県動物管理指導センターに最も求めることは何ですか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

23.5%

43.5%

3.6%

19.2%

7.4%

2.8%

0.0
%

5.0
%

10.
0%

15.
0%

20.
0%

25.
0%

30.
0%

35.
0%

40.
0%

45.
0%

50.
0%

１　動物愛護に関する教育（児童、生徒等に対す
る教育事業や社会科見学への対応等）

２　動物の正しい飼い方に関する普及啓発

３　殺処分減少に向けた動物の長期間飼養

４　殺処分減少に向けた動物の譲渡会等の開催

５　動物愛護ボランティアの支援、育成

６　その他

 

 

問13 大規模地震を想定した時のペットとの避難について、あなたはどのように考 

えますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝605（回答数１）

65.0%

29.4%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１　飼い主とペットは、安全確保のため、一旦は共
に避難所へ避難する

２　ペットは避難所に連れて行かず、自宅に残す

３　動物の防衛本能を信じて野外に放つ（逃が
す）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 13－２ 問 13 で「１ 飼い主とペットは、安全確保のため、一旦は共に避難所へ

避難する」を選択された方に伺います。飼い主が避難所生活をすることに

なった場合のペットの飼育について、あなたはどのように考えますか。（回

答数は１つ） 

ｎ＝393（回答数１）

21.9%

56.0%

22.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１　飼い主と同室で飼育する

２　避難所内で、飼い主とは離れたペット専用ス
ペースで飼育する

３　一旦共に避難所に避難して安全を確保した後
は、ペットは自宅など避難所以外の場所で飼育す

る

 

 

問14 災害時には、被災したペットのための救護活動が必要となり、県ではこれらの

活動について、ボランティアの方々の協力をお願いしたいと考えています。ど

のような活動なら協力しても良いと考えますか。（複数回答可） 

ｎ＝605（複数回答可）

26.1%

42.0%

38.2%

31.7%

0.0% 5.0% 10.0
%

15.0
%

20.0
%

25.0
%

30.0
%

35.0
%

40.0
%

45.0
%

１　動物の飼育管理・清掃活動

２　ペットフードなどの支援物資の仕分け、運搬

３　支援物資の受入記録や、ペット頭数の記録な
どの事務作業

４　被災時は動物のことを考えている場合ではな
いと思うので協力できない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 15 今後、不幸な犬・猫を減らし、犬・猫による苦情を減らしていくために、県は

どのようなことを充実すべきと思いますか。（複数回答可） 

ｎ＝605（複数回答可）

56.5%

49.3%

52.1%

42.8%

39.8%

25.1%

1.5%

4.3%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１　動物愛護教室やしつけ方教室などの普及啓
発事業

２　ペットの犬猫による迷惑・被害防止に関する対
策

３　野良猫の対策（ＴＮＲ活動の支援等）

４　県動物管理指導センターで引き取った犬・猫
の譲渡

５　災害時のペット対策

６　ボランティアとの協働

７　特にない

８　分からない

９　その他

 
 

問 16 今回のアンケートについてご意見やお気づきの点がありましたら、ご記入くだ

さい。（500 字以内） 

 

 

 

担当課 健康福祉部生活衛生局衛生課 

          ＴＥＬ 054-221-2347 

          ＦＡＸ 054-221-2342 

          メール eisei@pref.shizuoka.lg.jp 


